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暮らし・平和壊す悪政競う
　自民党総裁選。裏金問題や統一協会と
の癒着などへの大きな批判の一方、メデ
ィア報道では自民党政治の是非は焦点と

されず、各候補による悪政の競い合いま
で生まれています。共産党が躍進してこ
そ政治は変わります。

　総裁候補は「弱肉強食」の危険な政策
を競い合っています。目の敵にしている
のが労働者を守るための雇用法制です。
　小泉進次郎元環境相は「残業時間を

柔軟化すること
を検討する」と
主張。さらに「聖
域なき規制改
革」を掲げ、「労

働市場改革の本丸・雇用規制を見直す」
として１年以内に法改正をめざすと意気
込んでいます。
　河野太郎デジタル相は「一方的な解雇
をされたときに、金銭補償をするルール
があれば、次の仕事に余裕をもって向か
うことができる」と述べ、「雇用紛争の
金銭解決」を主張。“首切り自由の国”へ
道を開く動きです。

　軍拡や改憲ではさらに危険な競い合い。河野
氏は「中国等の脅威への抑止を徹底する」とし
て「原子力潜水艦を配備して」中国の進出を抑
えると主張。原潜保有は「原子力の平和利用」

に反します。高市早苗経済安保担当相は「新た
な戦争の態様にも対応できる国防態勢」と訴え。
改憲について小泉氏は「直ちに発議後、国民投
票に移る」と述べています。

　突然の政策転換も。裏金問題では茂木敏充幹
事長が政策活動費の廃止を表明すると、小泉氏
は「政策活動費はもうやめる」と同調。林芳正官
房長官は「マイナ保険証」をめぐって「国民の間に

不安がある。見直しを含めて適切に対応」と発言。
　今まで口にしてこなかった政策をここにきて
打ち出す節操のなさに「手のひら返し」「いまさ
ら何を」と怒りが向けられています。

　今問われてい
るのは、行き詰
まった自民党政治を
どう転換するかです。
総裁選で誰が選ばれ
ても、自民党政治を
変えることはできま
せん。自民党政治を
もとから変えるため
には、総選挙で日本
共産党の躍進が必要
です。
　裏金事件で岸田首
相を退陣へと追い詰
める先頭に立ったの
は「赤旗」日曜版報道
と共産党の追及。共
産党が伸びることが
企業・団体献金を禁

止し、金権腐敗の根
を断つ真の政治改革
へ進む一番の力です。
　共産党は、大企業
の利益優先を変え、
暮らし応援に徹して
経済を立て直す「経
済再生プラン」を提
示し、大軍拡への抜
本的対案である「東
アジア平和提言」を
提唱。アメリカいい
なり一辺倒から平和
外交ができる国への
転換、ジェンダー平
等社会の実現を訴え
ています。
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解雇規制緩和 “首切り自由”の国へ

原潜保有・９条改憲 軍事同盟強化の大合唱

突然の“政策転換” 「手のひら返し」「今さら何を」

希望の政治を共に
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